
『 白 神 の夢 』と 地 域 の“ いま ” を 伝え る情 報 紙◇編 amu◇  

１ 

『白神の夢』撮影地でのツアー初日大盛況 

～フリージャズの醍醐味とミジンコの映像を堪能～ 

 
 
 

心
に
染
み
入
る
魂
の
ジ
ャ
ズ

坂
田 

明
ｍ
ｉ
ｉ 

東
北
ツ
ア
ー
「
赤
と
ん
ぼ
」
２
０
０
４ 

八
森
公
演

昨

年

１
０
月

２
３ 

 

日
（
土
）
、
弊
会
は
、
文

化
芸
術
企
画
第
一
弾

と
し
て
、
『
白
神
の
夢
』
に
出
演
し
音
楽

を
担
当
し
た
坂
田
明
さ
ん
率
い
る
「
坂

田
明
ｍ
ｉ
ｉ
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
八
森
町

文
化
ホ
ー
ル
＝
フ
ァ
ガ
ス
で
開
催
し
た
。

坂
田
さ
ん
に
と
っ
て
は
映
画
撮
影
以

来
三
年
ぶ
り
二
度
目
の
来
町
で
あ
る
。

心
配
さ
れ
て
い
た
台
風
の
襲
来
は
免

れ
た
も
の
の
急
に
冷
え
込
み
初
冬
を

思
わ
せ
る
一
日
と
な
っ
た
が
、
フ
ァ
ガ
ス

に
は
能
代
山
本
地
域
の
み
な
ら
ず
秋

田
市
や
鹿
角
市
、
大
館
市
、
仁
賀
保

町
な
ど
広
範
囲
か
ら
２
８
０
名
も
の
人

び
と
が
参
集
し
熱
気
ム
ン
ム
ン
で
あ
っ

た
。
な
ん
と
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
山

下
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
小
池
監
督
夫
妻

も
こ
の
日
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
東
京
か

ら
激
励
を
兼
ね
て
見
に
来
て
く
れ
た
。  

 

開
演
に
先
立
ち
、
坂
田
さ
ん
の
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
ミ
ジ
ン
コ
の
ビ
デ
オ
作

品
「
ミ
ジ
ン
コ
の
宇
宙
」
を
上
映
す
る
。

昨
年
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
さ
れ
た
こ
の
作
品
の
画

質
は
非
常
に
鮮
明
で
美
し
く
、
ミ
ジ
ン

コ
の
出
産
や
脱
皮
の
場
面
な
ど
学
術

的
に
も
貴
重
な
映
像
が
収
め
ら
れ
て

い
る
が
、
「
ミ
ジ
ン
コ
に

愛
は
通
じ
な
い
」
と
か

「
ミ
ジ
ン
コ
に
は
血
管

が
な
い
の
が
欠
陥
で

な
い
」
と
い
っ
た
坂
田

節
が
随
所
に
散
り
ば

め
ら
れ
て
お
り
、
笑
い

な
が
ら
賢
く
な
れ
る

お
得
な
一
本
で
あ

る
。 い

よ
い
よ
開
演
だ
。

三
人
（
坂
田
明
、
黒

田
京
子
、
バ
カ
ボ
ン
鈴

木
）
が
登
場
す
る
と
、

待
ち
か
ね
て
い
た
よ

う
に
大
き
な
声
援
が

飛
ん
だ
。
ラ
イ
ブ
慣

れ
し
て
い
る
お
客
が

何
人
か
来
て
い
る
と

見
え
、
「
聴
く
ぞ
！
」

と
い
う
気
構
え
が
伝

わ
っ
て
く
る
。
盛
り
上

が
ら
な
か
っ
た
ら
ど

う
し
よ
う
と
い
う
不

安
は
い
っ
ぺ
ん
に
吹
き

飛
ん
だ
。
殆
ど
の
観

客
は
初
め
て
耳
に
す

る
い
わ
ゆ
る
“
フ
リ
ー
ジ
ャ

ズ
”
、
八
森
で
ど
れ
だ
け
受

け
る
の
か
実
は
心
配
だ
っ
た

の
だ
が
、
そ
れ
は
杞
憂
に
過

ぎ
な
か
っ
た
。
圧
倒
的
迫

力
に
溢
れ
た
演
奏
に
聴
衆

は
引
き
込
ま
れ
、
見
事
に

反
応
し
て
い
た
。
凄
ま
じ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
発
散
さ
せ
な
が
ら
サ
ッ
ク
ス
／
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
を
吹
き
、
厚
み
の
あ
る
力
強

い
声
で
歌
い
（三
曲
目
）、
ユ
ー
モ
ラ
ス
に

合
間
の
ト
ー
ク
を
繰
り
出
す
坂
田
明
。

長
い
黒
髪
を
振
り
乱
し
硬
軟
自
在
な

タ
ッ
チ
で
ピ
ア
ノ
を
弾
き
情
熱
的
な
即

興
を
披
露
す
る
黒
田
京
子
。
そ
の
二

人
の
風
圧
を
時
に
和
ら
げ
時
に
倍
加

さ
せ
、
虚
無
僧
の
如
く
佇
立
し
曲
調
の

要
と
な
る
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
を
寡
黙
に
は

じ
き
出
す
バ
カ
ボ
ン
鈴
木
。
疾
風
怒
濤

の
二
時
間
、
演
奏
は
「
素
晴
ら
し
い
」
の

一
語
に
尽
き
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
に

応
え
再
登
場
し
た
坂
田
明
は
、
「
で
は
、

家
に
帰
り
た
く
な
る
曲
を
や
り
ま
す
」

と
笑
わ
せ
、
名
曲
「
家
路
」
を
演
奏
し

た
。
最
後
ま
で
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
な

の
で
あ
っ
た
。 

音
楽
と
は
勝
（
す
ぐ
）
れ
て
一
回
性

の
表
現
芸
術
で
あ
り
、
人
生
の
美
と
悲

哀
も
ま
た
そ
の
一
回
性
に
因
（
よ
）
っ
て

生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
同
じ
曲
で
あ
っ

て
も
演
奏
は
毎
回
違
う
。
２
０
０
４
年

１
０
月
２
３
日
、
こ
の
日
の
演
奏
は
こ
の

日
限
り
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
感
動

の
記
憶
は
未
来
永
劫
人
々
の
心
に
生

き
続
け
る
で
あ
ろ
う
。 （奈

良
沙
冬
子
） 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り 

 

◎
最
高
で
し
た
。
本
も
の
の
音
楽
は
す
ば
ら
し
い
。

た
ま
し
い
の
演
奏
で
し
た
。
感
激
で
し
た
。
（
四

十
代
・
男
性
）
◎
と
て
も
素
敵
で
シ
ビ
れ
ま
し
た
。

又
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
き
っ
と
か
け
つ
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
（
峰
浜
村
・
四
十
代
・
女
性
） 

◎
は
じ
め
て
聞
く
ジ
ャ
ズ
。
生
は
や
は
り
違
う
。

感
動
で
涙
が
出
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
演
奏
に

胸
が
震
え
ま
し
た
。
（
八
森
町･

六
十
代
・
女
性
）

◎
坂
田
さ
ん
の
ト
ー
ク
が
お
も
し
ろ
い
。
ユ
ニ
ー

ク
な
曲
。
圧
倒
さ
れ
る
演
奏
で
す
。
た
く
さ
ん

入
場
さ
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
ハ
タ
ハ
タ
は
他
の

曲
と
う
っ
て
変
わ
っ
た
感
じ
で
、
と
て
も
う
っ
と

り
し
ま
し
た
。
（
能
代
市
・
五
十
代･

女
性
）
◎
東

京
で
仕
事
を
し
て
い
た
頃
は
、
何
度
か
坂
田
さ

ん
の
生
演
奏
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の

後
は
テ
レ
ビ･

ラ
ジ
オ
だ
け
で
し
た
。
久
し
ぶ
り
に

出
逢
え
て
と
て
も
感
動
致
し
ま
し
た
。
（
能
代

市
・
六
十
代
以
上
・
男
性
）
◎
映
画
に
よ
っ
て
生

ま
れ
た
新
し
い
文
化
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。
地

元
の
人
々
の
努
力
で
色
々
な
文
化
活
動
が
生
ま

れ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
（
八
森
町
・
六
十

代･

男
性
）
◎
い
い
も
の
を
聴
か
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ア
ル
コ
ー
ル
が
入
っ
た
状
態
で
も
き
き
た
い
。 

（
八
森
町
・
六
十
代
・
男
性
）
◎
何
故
か
心
が
な

ご
み
、
心
が
ふ
る
え
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
演
奏

あ
り
が
と
う
。
（
八
森
町
・
六
十
代
以
上･

男

性 

）
◎
坂
田
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
十
分
楽
し
ま
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
川
口
小
坂
町
長+

○
○
○
グ

ル
ー
プ
や
、
秋
田
市
か
ら
も
小
生
の
知
り
合
い

の
方
々
が
、
た
く
さ
ん
来
場
し
て
い
ま
し
た
。
坂

田
さ
ん
の
人
気
は
す
ご
い
で
す
ね
。
こ
の
小
さ
な

町
で
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
、
大
盛
会

の
コ
ン
サ
ー
ト
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
大
館
市
・
五
十
代･

男
性
）  
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【企 画 ・発行 】 

『白神の夢』と文化を育む会

【後  援 】 

八森町公民館  

【あ･む 編む】 

□1 糸、竹、針金、髪などを互い違
いに組み合わせて、形の有る物を

作る『セーターをー』。 

□2 多くの材料を集めて本を作る。
編集する。『文章をー』。 

□3 関係各方面の事情を調べて、
計画を立てる。『旅行日程を―』。

ライブリポート

２００４．１０．２３

演 奏 曲
1. 赤とんぼ               
2. Tsombon  Tuuraitai  Khuren  

（丸い蹄をもった褐色の馬）      
3. Slit  of  Cloud （八雲たつ～秋の夕暮

れ） 
4. 往き交う人々             
5. ミトコンドリア           
6. A  good  for  nothing（役立たず）    
7. ハタハタ（記録映画「白神の夢」より）
8. Dance                
9. Wann kann ich sie wiedersehen?  

（皆さん、今度いつお会いできますか？）
※  アンコール  家路 

〈作曲者〉  １．山田 耕筰 ２．モンゴル民謡
３ DJ KRUSH、坂田 明 ４～９ 坂田 明 ※ ド

坂田さんからの年賀状 

 

新年おめでとう、八森！
坂田  明 

 

 八森のコンサートでは３００人近い

人々に私達の音楽を聴いていただ

き、有難うございました。そして年も明

け、降り積もる雪の中こうして欣喜雀

躍、恭賀新年を迎えることになりまし

た。今年も白神山地を背に荒ぶる日

本海の冬景色を浴びて八森産の“地

人間”が地鶏のように生まれることを

期待します。ヤッホー！ 

 

 

 

 
ミジンコはミジンコをしている。 

皆さん、ちゃんと人間をしていますか？ 

 



◇編 amu◇  ２  号  200５ 年  １ 月  ７ 日 発行  

２ 

「地域学」とは？ 

―近年「地域学」が活況を呈している。これ

は、その地域に伝わる独自の文化や歴史な

ど様々な観点から地域をまるごと学問的に

追究しようとする新たな分野である（東北

学、鹿角学などが有名）。本紙も今号より

「知・域・楽」を開講し、読者の皆さんと共に

楽しみながら地域についての知見を深めて

いきたいと思う。記念すべき最初のシリーズ

は今最もホットな関心事である地名考察から

始める―。 

身上書 ～其の２～（会員自己紹介） 

 

工藤 兼美 （くどう かねみ） 

●年齢＝いい年してる（おじさん）●職歴＝電気屋さん、青少年

の家の管理人、ボーリング屋●趣味＝野外遊び 

 

(^o^)「くされたまぐら」って俺のことかな～。様々な所にはまってい

て色々な所に出没する。楽しいことがしたいからそんなことが出来

たらいいな、こんな些細な気持ちで始めるんだが、ついついはま

ってしまう。大体が、裏方の係を主に受け持っています。好奇心

だけは旺盛なおじさんです。最近、なかなか思うように遊べなくな

ってきたのは、仕事のせいなのか年のせいなのかは定かではな

いが、欲求不満がたまってきている。何かで爆発したいな。 

 

『白神の夢 』と文化を育む会  

連絡先〒018-2641 秋田県山本郡八森町字中浜 51-3 

（ F A X 兼 ） 0 1 8 5 - 7 7 - 2 2 2 1 

奈 良沙冬子  s a t o k o - n @ s h i r a k a m i . o r . j p 

 

 

地
名
は
土
地
と
人
間
と
の
関
係
の

中
で
生
ま
れ
る
。
人
々
の
生
活
と
歴

史
が
刻
ま
れ
た
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

昭
和
七
年
、
金
田
一
京
助
博
士
は

「
北
奥
地
名
考
」
を
著
し
、
津
軽
、
秋

田
、
南
部
に
ア
イ
ヌ
語
地
名
が
数
多

く
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
言
語
学

的
に
明
ら
か
に
し
た
。
ア
イ
ヌ
人
は
文

字
を
も
た
な
い
。
伝
え
ら
れ
た
地
名
は

漢
字
や
カ
ナ
で
表

記
さ
れ
る
と
と
も

に
、
日
本
語
化
の
過

程
で
訛
る
こ
と
も

あ
り
、
元
の
発
音
や

意
味
を
探
る
の
は

容
易
で
は
な
い
。
し

か
し
、
幸
い
な
こ
と

に
、
ア
イ
ヌ
語
地
名

は
、
自
然
物
（
地
形
、

水
、
植
物
、
獲
物
な

ど
）
の
存
在
様
式
を
表
し
た
こ
と
ば
が

多
く
、
同
じ
地
名
が
し
ば
し
ば
普
通

名
詞
的
に
使
わ
れ
る
。
同
名
の
ア
イ
ヌ

語
地
名
を
訪
ね
る
と
、
そ
れ
ら
の
土

地
に
共
通
し
た
自
然
が
観
察
さ
れ
、

地
名
の
元
の
意
味
が
具
体
的
に
わ
か

る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。  

 
 

八
森
町
に
残
る
ア
イ
ヌ
語
ら
し
き

地
名
を
訪
ね
、
い
に
し
え
の
八
森
人
の

生
活
と
自
然
環
境
を
探
る
こ
と
に
し

よ
う
。
ア
イ
ヌ
語
地
名
で
最
も
一
般
的

な
語
尾
の
ナ
イ
は
、
川
と
か
沢
を
意
味

す
る
。
先
ず
、
八
森
の
山
内
（
菅
江
真

澄
は
三
内
と
表
記
）
に
出
か
け
た
。
真

瀬
川
下
流
の
北
側
は
低
地
に
な
っ
て
い

て
、
そ
こ
が
山
内
。
山
田
秀
三
「
サ
ン
ナ

イ
地
名
の
謎
」に
よ
れ
ば
、
サ
ン
ナ
イ
と

は
、
「
（
増
水
）
が
ｓ
ａ
ｎ(

出
る)
・
ｎ
ａ
ｉ

（
川
）
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
さ
し

く
こ
こ
は
水
か
さ
が
増
す
川
で
、
昭
和

三
十
九
年
八
月
豪
雨
で
は
家
屋
も
流

さ
れ
た
。 

 

山
内
の
対
岸
は
立
石
で
丘
に
な
っ
て

い
る
。
タ
テ
イ
シ
は
、
「
ｔ
ａ
ｔ
（
樺
皮
）
・
ｅ

（
そ
こ
に
）
・
ｕ
ｓ
ｉ
（
沢
山
あ
る
と
こ

ろ
）
」
と
い
う
意
味
か
。
昔
、
シ
ラ
カ
バ

か
マ
カ
バ
が
繁
り
、
こ
こ
で
樺
皮
を
採
っ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
現
在
は
、
ケ
ヤ
キ

が
林
立
し
て
い
る
。 

 

立
石
の
隣
は
、
茂
浦
（
真
澄
は
藻
浦

と
表
記
）
で
あ
る
。
浜
に
出
る
と
雄
島

が
見
え
る
。
モ
ウ
ラ
は
、
「
ｍ
ｏ
ｓ
ｉ
ｒ

（
島
）
・
ｕ
ｒ
ａ
（
浦
）
」
が
語
源
で
あ
る
と

の
説
が
あ
る
。
ｕ
ｒ
ａ
は
、
ｏ
ｔ
ａ
（
砂
浜
）

が
ｕ
ｔ
ａ
―
ｕ
ｄ
ａ
―
ｕ
ｒ
ａ
と
訛
っ

た
も
の
か
。
青
森
市
の
と
な
り

の
平
内
町
に
は
、
同
名
の
茂
浦

村
が
あ
る
が
、
そ
の
浜
の
沖
に

は
茂
浦
島
が
あ
る
。
ほ
ん
と
う

に
「
小
島
が
あ
る
砂
浜
」
が
モ

ウ
ラ
な
の
だ
ろ
う
か
。
春
に
な

っ
た
ら
、
訪
ね
て
み
た
い
も
の
で

あ
る
。 

 

「
白

神

の
夢

」 

秋
田
市
上
映
会
の 

お

知

ら

せ 
   

県
内
で
は
初
の
有
料
上
映
会

と
な
り
ま
す
が
、
市
民
有
志
や
学

生
が
中
心
と
な
っ
て
上
映
実
行
委

員
会
を
組
織
し
、
広
範
囲
の
区
域

を
対
象
に
大
変
熱
心
な
宣
伝
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
当
日
は
会
場
ロ
ビ
ー
に
白
神
関

連
の
物
販
コ
ー
ナ
ー
や
江
川
正
行
さ
ん
の

写
真
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
な
ど
、
上
映

会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
様
々
な
趣
向
を
凝

ら
す
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
足

を
お
運
び
下
さ
い
。 

 

■
日
時 
１
月
１
５
日
（
土
） 

１
回
目 

午

前
１
１
時
〜
午
後
２
時
３
０
分 

 

２
回
目 

午
後
４
時
〜
午
後
７
時
３
０
分 

（
上
映
後

監
督
ト
ー
ク
あ
り
）  

 
 
 
 
 
 

 

■
会
場 

秋
田
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル 

■
入
場
券 

一
般
￥
１
，
２
０
０
（
前
売

￥
１
，
０
０
０
） 

学
生
￥
７
０
０
（
前
売

￥
５
０
０
） 

高
校
生
以
下
無
料 

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
先 

秋
田
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ビ
ル 

ト
ピ
コ

０
１
８
（
８
３
２
）２
４
１
６  

秋
田
ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ

 

０
１
８
（
８
６
４
） 

３
８
２
１ 

【
主
催
】
白
神
の
夢
を
ひ
ろ
め
る
会 

【お
問
い
合
わ
せ
】携
帯
０
９
０ 

１
９
３
９ 

４
６
３
８(

１
８
：
０
０
〜
２

２
：
０
０) 

 
 
 
 
 

sh
ira

ka
m

i_
d

re
a

m
@

h
o

tm
a

il.co
m

 
 

県

内

の

上

映

実

績 

①
八
森
町 

完
成
記
念
上
映

会
（
０
３
・
１
１
月
） 

②
能
代

市 

山
本
地
域
振
興
局
し
ら

か
み
ｅ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
０
３
・
１

２
月
）
③
大
館
市 

北
秋
田
地

域
振
興
局
（
０
３
・
１
２
月
） 

④
秋
田
県
立
大
学
（
０
３
・
１
２

月
） 

⑤
能
代
市 

エ
ナ
ジ
ア
ム

パ
ー
ク(

０
４
・
６
月) 

⑥
八
森

町
教
育
委
員
会
（
０
４
・
８
月
） 

⑦
八
森
町 

町
制
五
十
周
年

記
念
行
事
（
０
４
・
１
０
月
） 

⑧
藤
里
町
青
少
年
健
全
育
成

町
民
会
議
（
０
４
・１
１
月
） 

 

寄

付

者

御

芳

名 

◇
谷
内 

成
治
様
（
能
代
市
） 

◇
匿
名 

希
望
様
（
能
代
市
） 

◇
田
中 

重
憲
様
（
秋
田
市
） 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！！ 

編

集

後

記 

一
年
の
早
さ
に
驚
き
呆
れ
て
い
た
年

末
に
、
タ
モ
リ
が
某
ト
ー
ク
番
組
で
、
「
そ

れ
は
年
と
と
も
に
能
力
が
落
ち
て
い
く
た

め
に
、
時
間
だ
け
が
早
く
過
ぎ
て
い
く
よ
う

に
感
じ
る
せ
い
で
あ
る
ら
し
い
」
と
語
る
の

を
聞
き
、
愕
然
と
し
て
し
ま
っ
た
。
認
め
た

く
は
な
い
が
、
や
は
り
そ
う
い
う
こ
と
な
の

か
・
・
・
。
と
い
う
わ
け
で
第
２
号
発
行
が
こ

ん
な
に
遅
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
あ
〜
あ
。  

（
奈
良 

沙
冬
子
）  

 
 
 
 

◎ 

『
編
ａ
ｍ
ｕ
』
へ
の
ご
意
見
、
ご
感
想

を
下
記
連
絡
先
ま
で
ど
し
ど
し

お
寄
せ
下
さ
い
。 

◎ 

投
稿
も
受
け
付
け
ま
す
。
４
０

０
字
程
度
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

掲
載
前
に
ご
連
絡
致
し
ま
す
の

で
お
名
前
、
電
話
番
号
を
明
記

し
て
下
さ
い
。 

◎ 

面
白
い
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
知
ら
せ
下
さ
い
。
取
材
に
伺

い
ま
す
。 

◎ 

本
紙
発
行
費
は
会
員
の
会
費
で

賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
寄
付

は
勿
論
大
歓
迎
で
あ
り
ま
す

が
、
寄
付
者
様
に
は
何
の
メ
リ
ッ

ト
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
但
し
本

紙
に
御
芳
名
を
掲
載
し
、
敬
意

と
謝
意
を
表
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。 

◎ 

『
白
神
の
夢
』
に
関
す
る
ご
質
問

等
何
な
り
と
お
尋
ね
下
さ
い
。 

 
八
森
の
ア
イ
ヌ
語
地
名
を
訪
ね
る
〈
一
〉

ル
ー
テ
ル
学
院
大
学 

藤
井 

英
一 

連 載 開 始 

―知
ち

・域
いき

・楽
がく

―  


